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（写真提供：西ノ島町商工会）

　隠岐、西ノ島町で隔年開催されている「ちびっ子土曜祭り」、このイベ
ントは町内の子供から老人のふれあいの場を提供し、コミュニティー行事
を通じ町内の活性化を図るために行われます。本年は７月31日に浦郷商店
街周辺で行われ老若男女、観光客で大変盛り上がりました。
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平成22年度　しまね地域資源産業活性化基金助成事業

　去る６月３日㈭、「しまね地域資源産業活性化基金」
の第６回助成事業審査会がサンラポーむらくも（松江
市殿町）で開催されました。
　当日は、29社の事業担当者が申請事業のプレゼン
テーションを行い、厳正なる審査の結果、11事業が
採択されました。
　今後、当会は支援機関と連携しながら事業化への取
り組みを支援していくことにしています。
　なお、次回の公募は９月を予定しておりますので、
最寄りの商工会へお気軽にご相談ください。

(有)井上醤油店（奥出雲町）
【テーマ】仁多米を活用した新醤油「琥
珀」の製造及び販路拡大事業
【支援機関】奥出雲町商工会

（株）福田屋（松江市）
【テーマ】地域資源の柚子、干し柿、ブ
ルーベリー、いちじくを活用した新たな和
洋菓子の開発及び販路拡大事業
【支援機関】中小企業団体中央会

（同）ゴマフ屋（松江市）
【テーマ】中海産魚介類を有効活用した
加工品の開発・販路開拓事業
【支援機関】（財）しまね産業振興財団

柿の里（吉賀町）
【テーマ】高津川産天然鮎、柿木産
有機野菜を活用した加工品の開発
及び販路開拓事業
【支援機関】吉賀町商工会

出雲木工㈱（出雲市）
【テーマ】県産間伐材を使った「木のお
もちゃ」の製造及びﾚﾝﾀﾙ事業
【支援機関】中小企業団体中央会

しまね地域資源産業活性化基金
第6回採択事業

益田市

津和野

浜田市
邑南町

美郷町

出雲市

西ノ島町

隠岐の島町

吉賀町

飯南町

大田市

江津市
川本町

雲南市

奥出雲

安来市

松江市
東出雲町

海士町

知夫村

斐川町

(資)丸新醤油醸造元（益田市）
【テーマ】中世の製造法を忠実に再現
した「煎り酒」の販売促進事業
【支援機関】益田商工会議所

ｷｼ･ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ（株）（出雲市）
【テーマ】山林間伐材を燃料とする原
木自動供給高効率農業用加温装置
の開発事業
【支援機関】出雲商工会議所

ﾌｼﾞｷｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ（株）（東出雲町）
【テーマ】地域の農林水産資源の商品
化（カタログギフト）及び販路開拓事業
【支援機関】（財）しまね産業振興財団

(有)森田醤油店（奥出雲町）
【テーマ】黒大豆「赤名黒姫丸」を活用し
た黒田伊豆醤油の販路拡大事業
【支援機関】奥出雲町商工会

山陰建設工業（株）（出雲市）
【テーマ】しじみの高速選別装置の開
発事業
【支援機関】出雲商工会議所

㈱バイタルリード（出雲市）
【テーマ】出雲神話関連スポットを巡る
旅行商品群の構築事業
【支援機関】(財)しまね産業振興財団

第６回審査会で

助成金交付事業
11事業を採択
助成金交付事業
11事業を採択

しまね地域資源産業活性化基金

対象者 県内に事業所を有する中小企業者、
NPOや農事組合法人等または創業者。

対象事業

農林水産品、鉱工業品、加工技術及び観光資源といった、
地域資源を活用した新商品・新サービスの研究開発、
販路開拓の初期段階の事業。
※付加価値を向上するための実現可能な具体的事業計画を有することを要します。

対象経費
・新商品、新サービスの研究開発のための経費
・新商品、新サービスの販路開拓のための経費
※ただし助成事業対象者の役職員に係る人件費など対象外の経費があります。

助 成 率 2/3以内※
※通常は１／２以内、特例として平成21年度から３年
間の採択事業に適用。

助 成 額 50万円～500万円
助成期間 2年以内
公 募 年2回（春・秋）

申請事業者によるプレゼンテーションの様子
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【
地
域
経
済
の
状
況
】

　

島
根
県
隠
岐
の
島
は
本
土
か
ら
40

㎞
～
80
㎞
は
な
れ
た
離
島
で
あ
り
、

本
土
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
悪
く
こ
れ

ま
で
訪
れ
た
人
は
決
し
て
多
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
外
部
環
境
と
し

て
の
社
会
全
体
の
動
き
は
、
人
口
減

少
と
少
子
高
齢
化
に
よ
る
産
業
の
衰

退
、
そ
し
て
観
光
産
業
低
迷
な
ど
決

し
て
明
る
さ
や
元
気
を
感
じ
る
状
況

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

隠
岐
の
島
で
は
、
豊
か
な
自
然
景

観
や
水
産
資
源
な
ど
多
く
の
地
域
資

源
を
保
有
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
地

域
経
済
の
発
展
に
効
果
的
に
活
用
で

き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
が
、
一

【
本
事
業
の
目
標
及
び
基
本
的
な

方
向
性
】

　

本
事
業
に
お
い
て
は
、人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
、
地
域
経
済
の
低
迷
の

改
善
策
と
し
て
隠
岐
を
舞
台
に
し
た

人
材
育
成
に
繋
が
る
研
修
旅
行
プ
ラ

ン
の
開
発
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

離
島
で
あ
る
と
い
う
地
理
的
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
逆
手
に
と
り
、
今

の
時
代
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
人
と
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
、
忍
耐
、
社
会
に
順
応
し

生
き
る
力
、
自
然
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
共
存
す
る
力
を
養
う
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
内
容
と
し
た
新
た
な
旅
行
商

品
の
開
発
に
よ
り
観
光
産
業
の
振
興

を
図
り
地
域
経
済
の
活
性
化
を
推
進

し
ま
す
。

　

☆
実
行
委
員
数　
　

11
名

　

雲
南
市
商
工
会
で
は
、
過
疎
化
と

高
齢
化
の
進
展
な
ど
に
よ
り
、
停
滞

し
た
地
域
経
済
を
活
性
化
す
る
目
的

で
、
今
年
度
、
「
地
域
資
源
∞
全
国

展
開
支
援
事
業
」
を
実
施
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
の
事
業

は
、
全
国
に
知
名
度
の
高
い
出
雲
神

話
「
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
」
伝
説
を
雲

南
市
の
地
域
資
源
と
し
て
位
置
づ
け

て
、
新
た
な
観
光
商
品
の
開
発
と
食

品
開
発
を
行
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
観
光
商
品
開
発
事
業

と
し
て
、
①
「
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
」

伝
説
を
中
心
と
す
る
関
係
資
料
の
整

備
や
、
伝
承
地
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
通
じ
て
情
報
収
集
を
行
い
ま
す
。

隠岐の島町商工会
島の地域資源が『人』を育てる
新たな旅行商品の開発事業

澤和 英夫 経営指導員

雲南市商工会
出雲神話「ヤマタノオロチ伝説」関連商品
開発プロジェクトがはじまります！

杉谷 博章 経営指導員

部
の
島
内
観
光
事
業
者
な
ど
に
お
い

て
地
域
の
資
源
の
価
値
を
も
う
一
度

見
直
し
、
自
分
た
ち
の
手
で
地
域
を

盛
り
上
げ
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
広
げ
て
い

こ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
登
録
を

目
前
に
控
え
、
地
域
一
体
と
な
っ
た

協
力
体
制
が
強
固
に
な
り
つ
つ
あ
る

こ
の
時
期
に
合
わ
せ
て
、
島
外
か
ら

継
続
的
か
つ
安
定
的
に
集
客
で
き
る

新
た
な
観
光
商
品
の
開
発
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
観
光
産
業
の
振
興
を
通

し
て
地
域
経
済
の
活
性
化
を
強
力
に

推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

②
「
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
」
伝
説
を
中

心
と
し
た
、
出
雲
神
話
の
語
り
部
を

養
成
し
ま
す
。
③
語
り
部
と
し
て
出

雲
神
話
に
、
ど
の
程
度
精
通
し
た
の

か
を
判
断
す
る
仕
組
み
と
し
て
、「
出

雲
神
話
検
定
」
を
行
い
ま
す
。
④
「
出

雲
神
話
検
定
」
も
絡
め
た
「
ヤ
マ
タ

ノ
オ
ロ
チ
」
伝
説
の
観
光
ル
ー
ト
開

発
を
行
い
ま
す
。
⑤
観
光
ル
ー
ト
開

発
さ
れ
た
中
か
ら
２
ア
イ
テ
ム
程
度

の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
す
。

　

食
品
開
発
事
業
で
は
、「
ヤ
マ
タ

ノ
オ
ロ
チ
」
伝
説
が
お
酒
に
関
わ
り

の
あ
る
こ
と
か
ら
、
雲
南
市
商
工
会

で
す
で
に
商
標
登
録
済
み
の
大
型
唐

辛
子
「
オ
ロ
チ
の
爪
」
や
山
椒
、
ニ

ン
ニ
ク
な
ど

の
ス
パ
イ
ス

を

利

用

し

た
お
酒
に
合

う

食

品

の

開
発
を
行
い

ま
す
。
さ
ら

に
、
都
会
地

の
女
性
を
中
心
と
し
て
流
行
っ
て
い

る
「
家
飲
み
・
女
子
飲
み
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
家
飲
み
の
シ
ー
ン
を
提
案

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や
、
事

業
で
完
成
し
た
新
商
品
を
東
京
、
広

島
で
開
催
さ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
に

お
い
て
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

出
雲
神
話
に
関
す
る
伝
承
地
は
、

県
内
各
地
に
た
く
さ
ん
存
在
し
て
い

ま
す
。
雲
南
市
商
工
会
で
は
事
業
を

進
め
る
う
え
で
、
周
辺
の
関
係
商
工

会
と
も
連
携
を
と
り
な
が
ら
事
業
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
本
事
業
へ
多

く
の
方
た
ち
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地域資源∞全国展開プロジェクト
平成22年度採択事業紹介



「
縁
結
び
博
」

　

出
雲
商
工
会
は
、
ま
つ
え
南
商
工

会
と
連
携
し
て
「
縁
結
び
博
」
と
い

う
共
通
テ
ー
マ
で
地
域
に
既
に
あ
る

観
光
資
源
、
体
験
型
施
設
、
イ
ベ
ン

ト
等
を
束
ね
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
市
場
に

宣
伝
す
る
事
業
を
実
施
す
る
。
期
間

は
８
月
か
ら
９
月
の
２
ヶ
月
間
集
中

的
に
行
う
。

　

こ
の
事
業
は
、
今
年
度
か
ら
中
小

企
業
庁
の
施
策
と
し
て
発
足
し
た
提

案
公
募
型
の
補
助
事
業
で
、
１
千
万

円
の
補
助
金
が
決
定
し
て
い
る
。

「
地
域
と
地
域
の
縁
を
結
び

　
　
　

人
と
人
の
縁
を
結
ぶ
」

　

出
雲
市
に
は
出
雲
大
社
と
い
う
年

間
２
０
０
万
人
を
集
客
す
る
大
き
な

観
光
資
源
が
あ
る
が
、
そ
の
他
の
観

光
資
源
は
影
が
薄
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
出
雲
地
域
に
は
豊
富
な
観
光
資

源
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
全
国
的
に

知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
企
画
は
日
本
神

話
に
出
て
く
る
神
様
を
祀
る
神
社
、

出
雲
大
社
、
日
御
碕
神
社
、
長
浜
神

社
、
須
佐
神
社
、
玉
作
湯
神
社
を
周

遊
す
る
ル
ー
ト
を
中
心
に
置
き
、
周

辺
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ピ
ー
ア
ー
ル

し
て
い
く
。
特
に
、
出
雲
大
社
門
前

の
神
門
通
り
商
店
街
や
玉
造
温
泉
街

地域資源∞全国展開プロジェクト
平成22年度採択事業紹介

商
店
街
、
日
御
碕
灯
台
周
辺
商
店
街

な
ど
の
街
歩
き
や
ル
ー
ト
周
辺
に
あ

る
観
光
施
設
を
絡
め
て
ピ
ー
ア
ー
ル

し
て
い
く
。

　

「
縁
結
び
博
２
０
１
０
」
の
テ
ー

マ
は
、
出
雲
に
全
国
の
神
々
が
集
ま

ら
れ
会
議
を
さ
れ
る
と
い
う
故
事
に

の
っ
と
り
、「
地
域
と
地
域
の
縁
を

結
び
人
と
人
の
縁
を
結
ぶ
」
を
副
題

と
し
て
掲
げ
た
。

　

具
体
的
な
事
業
と
し
て
は
、
９
月

の
土
曜
、
日
曜
、
シ
ル
バ
ー
ウ
イ
ー

ク
に
周
遊
バ
ス
を
運
行
し
た
り
、
神

社
と
神
話
を
紹
介
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
各
神
社
周
辺
に
置
い
た
ス
タ
ン

プ
を
押
し
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
完
成

さ
せ
る
「
縁
結
び
巡
り
帖
」
や
周
辺

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
た
「
縁
結

び
立
寄
り
帖
」の
作
成
な
ど
を
行
う
。

　

ま
た
、
縁
結
び
博
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
を
作
成
し
て
観
光
情
報
の
集
約
を

行
っ
た
り
、
旅
行
代
理
店
の
着
地
型

観
光
予
約
サ
イ
ト
へ
の
登
録
、
観
光

ガ
イ
ド
養
成
講

座
の
開
催
、
出

雲
大
社
参
拝
ガ

イ
ド
の
作
成
な

ど
地
元
で
し
か

発
信
で
き
な
い

情
報
を
集
め
て

発
信
し
て
い

く
。

h t t p : / / w w w . i z u m o . n e . j p / ̃ e n m u s u b i /

地域資源∞全国展開プロジェクト地域資源∞全国展開プロジェクト
おもてなし事業
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出雲商工会 宮本 交治 事務局長
を開催



平成22年度
中国・四国ブロック商工会青年部交流会
　　　開催日：９月25日㈯
　　　場　所：「ホテル一畑」

中国・四国ブロック商工会青年部交流会スローガン

　

島
根
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は

７
月
３
日
、
斐
川
町
の
斐
川
町
中
央

公
民
館
に
お
い
て
、
約
２
０
０
名
の

参
加
の
も
と
、
平
成
22
年
度
島
根
県

商
工
会
青
年
部
連
合
会
研
修
大
会
を

開
催
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
主
催
者
挨
拶
に

つ
い
で
、
開
催
地
で
あ
る
斐
川
町
商

工
会
岡
正
明
会
長
の
歓
迎
の
挨
拶

の
後
、
来
賓
の
勝
部
斐
川
町
長
、
池

田
県
議
会
議
員
か
ら
、
現
下
の
厳
し

い
経
済
状
況
の
な
か
、
地
域
の
活
力

を
引
き
出
し
て
い
く
に
は
、
商
工
会

青
年
部
の
若
い
力
に
期
待
す
る
と
こ

ろ
が
非
常
に
大
き
い
と
、
期
待
の
こ

も
っ
た
祝
辞
を
賜
っ
た
。

　

開
会
式
の
後
に
開
催
し
た
、
全
国

商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
県
予
選

は
、
県
下
６
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
に
よ

る
熱
の
こ
も
っ
た
す
ば
ら
し
い
主
張

発
表
で
あ
っ
た
が
、
斐
川
町
商
工
会

青
年
部
の
藤
江
浩
貴
さ
ん
の
、
地
域

の
中
で
の
青
年
部
の
役
割
を
テ
ー
マ

に
し
た
「
三
歩
進
ん
で
、
二
歩
さ
が

る
」
が
、
見
事
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、

９
月
25
日
、
松
江
市
で
開
催
す
る
中

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部
交
流

会
に
、
島
根
県
代
表
と
し
て
出
場
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
県
大
会
の
入
選

者
は
次
の
と
お
り
。

最
優
秀
賞　

藤
江　

浩
貴
さ
ん

　
　

（
雲
北
ブ
ロ
ッ
ク
・
斐
川
町
）

優
秀
賞　

高
橋　

大
輔
さ
ん

　
　

（
雲
南
ブ
ロ
ッ
ク
・
雲
南
市
）

優
良
賞　

福
頼　

弘
樹
さ
ん

　
　

（
雲
東
ブ
ロ
ッ
ク
・
東
出
雲
町
）

　

主
張
発
表
終
了
後
は
、
武
蔵
野
学

院
大
学
客
員
教
授
で
、
株
式
会
社

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ブ
レ
ー
ン
代
表
の
い
と

う
伸
氏
を
講
師
に
迎
え
「
不
況
に
勝

つ
！
景
気
よ
り
天
気　

天
気
よ
り
元

気
！
」
と
題
し
て
、
講
演
会
を
開
催

し
た
。

　

例
年
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開

催
し
て
い
た
が
、
本
年
度
は
、
梅
雨

時
期
を
考
慮
し
、
斐
川
町
第
２
体
育

館
に
お
い
て
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
（
氷

上
の
カ
ー
リ
ン
グ
に
類
似
し
た
競

技
）
大
会
を
開
催
し
、
次
の
と
お
り

の
結
果
と
な
っ
た
。

　

優　

勝　

石
西
ブ
ロ
ッ
ク
Ａ

　

準
優
勝　

雲
南
ブ
ロ
ッ
ク
Ａ

　

第
３
位　

雲
東
ブ
ロ
ッ
ク
Ａ

青
年
部
主
張
発
表

中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
代
表
に

藤
江 

浩
貴
さ
ん（
斐
川
町
）決
定

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会（
４
日
開
催
）
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で
開
催
！



経　営
革新塾

日　時：平成22年10月13日・18日

　　　　　　　　　　25日・28日

　　　　　　　　11月４日・８日・10日

　　　　　　　　いずれの日も19：00～22：00（１日３時間）

場　所：浜田市相生町1391-8

　　　　石見産業支援センター「いわみぷらっと」

内　容：事例企業の成長要因を参考に、今

後の事業継承に必要な経営を、根

本から見直していく事を学びます。 

対　象：事業所の後継者・若手経営者の方

定　員：30名（定員になり次第締め切り）

受講料：5,000円

「真似るが初手！
　事例を生かした
　　自社の経営革新」

＜お問合せ・お申込＞

島根県商工会連合会　担当：佐田尾
TEL0852-21-0651  FAX 0852-21-5357
E-mail : kizuna@shoko-shimane.or.jp

<お問い合せ・お申込>

島根県商工会連合会　担当：斉藤
TEL0852-21-0651  FAX 0852-21-5357
E-mail : kenlen@shoko-shimane.or.jp

新たな一歩を踏み出すために必要な創業の基礎的な知識だけでなく、
あなたの夢の扉を開く為のビジネスプラン作成までフォローします。

●日　時：平成22年

　　　　　９月25日、26日

　　　　　10月２日、３日

　　　　　10月９日、10日

　　　　　10月16日（フォローアップ個別指導）

　　　　　午前10時～午後５時まで

●場　所：松江市母衣町55-4

　　　　　島根県商工会館　１階101号室

●対　象：創業に関心がある女性

　　　　　創業を目指している女性

女性のための「創業塾」女性女性
受講生募集!!

●内　容：創業の心構え、創業で成功するための条

件、事業計画の作り方、女性の創業体験

談など

●定　員：40名（定員になり次第締め切り）

●受講料：5,000円
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第
１
５
７
回
商
工
会
珠
算
検
定
試

験
が
６
月
20
日

に
全
国
一
斉
に
実
施

さ
れ
、
島
根
県
で
は
78
名
が
受
験
し
、

54
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

三
級
ま
で
の
合
格
者
は
次
の
と
お
り

●
一
級
合
格
者

　
該
当
者
な
し

●
二
級
合
格
者

　
該
当
者
な
し

●
三
級
合
格
者

　

板
垣 

海
帆
さ
ん
（
吉
賀
町
）

合
格
お
め
で
と
う

　

農
林
漁
業
者
と
中
小
企
業
者
が
互

い
の
「
強
み
」
を
持
ち
寄
り
、
新
た

な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
開
発
を

め
ざ
す
「
農
商
工
連
携
」
。
農
林
漁

業
者
、
中
小
企
業
者
の
み
で
は
困
難

な
新
事
業
開
拓
で
も
、
キ
ラ
リ
と
光

る
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
異
業

種
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
島
根
発
の

新
た
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
だ

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
県
内
に
お
け

る
農
商
工
連
携
に
よ
る
新
た
な
事
業

創
出
を
支
援
す
る
た
め
、
「
新
商
品
・

新
事
業
開
発
セ
ミ
ナ
ー
」
が
、
島
根

県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
主
催

で
、
８
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、
全

11
回
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
農
商
工
連

携
に
先
駆
的
に
取
り
組
む
農
林
漁
業

者
や
中
小
企
業
者
の
ほ
か
、
国
内
の

第
一
線
で
活
躍
す
る
農
商
工
連
携
に

関
す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
を
講
師

に
招
き
、
座
学
・
実
地
研
修
を
交
え

農
商
工
連
携
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の

実
践
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
受
講
生
の
う
ち
、
必
要
な

単
位
を
取
得
し
た
修
了
者
に
対
し

て
、
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
よ

り
修
了
証
書
が
交
付
さ
れ
、
希
望
者

に
は
、
専
門
指
導
者
と
し
て
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
（
農
商
工
連
携
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ
）

に
掲
載
す
る
人
材
リ
ス
ト
へ
の
登
録

が
で
き
ま
す
。

【
受
講
対
象
者
】

・
農
林
水
産
業
者
、
中
小
企
業
者

・
農
林
水
産
関
係
団
体
、
中
小
企
業

組
合
の
役
職
員

・
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
創
出

し
よ
う
と
起
業
精
神
に
溢
れ
る
方

・
農
商
工
連
携
を
支
援
す
る
方
（
中

小
企
業
診
断
士
、
中
小
企
業
・
農

業
支
援
機
関
の
役
職
員
等
）

【
受
講
料
】
無
料　

但
し
、
実
地
研

修
に
か
か
る
実
費
と
し
て
１
万
円
の

負
担
あ
り

【
募
集
定
員
】40
名
（
書
類
選
考
あ
り
）

【
申
込
方
法
】
所
定
の
申
込
書
を
郵

送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
に
て
左
記

ま
で
提
出
下
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】
島
根
県

中
小
企
業
団
体
中
央
会　

連
携
支
援

課　

担
当
／
荒
田
・
千
原

〒
６
９
０

－

０
８
８
６　

松
江
市
母

衣
町
５
５
ー
４　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
８
５
２

－

２
１

－

４
８
０
９

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
８
５
２

－

２
６

－

５
６
８
６

Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http://w
w
w
.crosstalk.or.jp/

　

な
お
、
全
て
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

参
加
で
き
な
い
方
や
、
一
部
の
み
の

参
加
の
方
も
受
講
可
能
で
、
随
時
申

込
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

農
商
工
連
携
等
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー

「
成
功
へ
の
連
携
学
Ⅱ
」
開
講
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商
工
貯
蓄
共
済
に
つ
き
ま
し
て
は
、

多
く
の
会
員
の
皆
様
に
ご
加
入
い
た

だ
い
て
お
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
「
商
工
貯
蓄
共
済
制
度
の

し
お
り
」
の
内
容
を
平
成
22
年
度
契

約
分
か
ら
、
①
モ
デ
ル
８
型
の
追
加
、

モ
デ
ル
６
型
の
加
入
年
齢
の
引
き
下

げ
②
中
途
解
約
時
の
利
息
計
算
方
法

の
変
更
③
保
険
法
施
行
、
に
よ
り
改

正
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

改
正
の
主
な
内
容
は
、
以
下
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
。

２
．
加
入
、
掛
金
、
満
期
、
脱
退

に
つ
い
て

　


共
済
掛
金
の
月
額
は
共
済
タ
イ

プ
１
型
、
６
型
、
８
型
が
１
口
２
、

０
０
０
円
、
共
済
タ
イ
プ
３
型

が
１
口
２
、５
０
０
円
で
す
。

　


保
険
の
対
象
と
な
る
方(

被
共

済
者)

は
、
商
工
会
の
会
員
及
び

家
族
、
並
び
に
会
員
事
業
所
従

業
員
及
び
そ
の
家
族
の
方
で
、

共
済
タ
イ
プ
１
型
と
３
型
が
加

入
年
齢
６
歳
か
ら
65
歳
、
共

済
タ
イ
プ
６
型
が
61
歳
か
ら
70

歳
、
共
済
タ
イ
プ
８
型
が
６
歳

か
ら
39
歳
ま
で
の
健
康
な
方
で

す
。
被
共
済
者
１
人
に
つ
き
共

済
タ
イ
プ
１
型
、
３
型
、
６
型

は
30
口
ま
で
、
共
済
タ
イ
プ
８

型
は
６
口
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

た
だ
し
15
歳
未
満
の
被
共
済
者

の
保
険
金
額
は
１
、０
０
０
万
円

ま
で
と
な
り
ま
す
。

　


共
済
期
間
は
、
共
済
モ
デ
ル
１

型
、
３
型
、
８
型
が
10
年
、
共

済
タ
イ
プ
６
型
が
５
年
で
す
。

３
．
貯
蓄
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　


年
間
共
済
掛
金
か
ら
死
亡
共
済

金
部
分
の
年
払
掛
金
と
、
事
務

手
数
料
を
差
し
引
い
た
残
り

が
、
貯
蓄
積
立
金
と
な
り
ま
す
。

　

貯
蓄
積
立
金
は
、
商
工
貯
蓄

共
済
積
立
金
運
用
に
係
る
リ
ス

ク
管
理
要
綱
に
も
と
づ
き
、
預

金
及
び
有
価
証
券
で
の
運
用
を

行
う
も
の
と
し
、
利
息
は
金
融

機
関
の
大
口
定
期
預
金
の
利
率

に
よ
り
、
複
利
計
算
で
付
加
し

ま
す
。
た
だ
し
中
途
解
約
の
場

合
は
、
大
口
定
期
預
金
利
率
の

半
分
程
度
を
複
利
計
算
し
付
加

し
ま
す
。

４
．
保
険
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　


共
済
掛
金
を
毎
月
納
付
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
共
済
は
自
動
的

に
契
約
が
継
続
さ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
共
済
掛
金
が
中
断
し
、

振
込
が
な
い
場
合
は
除
斥
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
除
斥
と
な
っ
た
場
合
で
も

原
則
と
し
て
保
険
契
約
（
保
障
）

は
、
除
斥
年
度
の
保
険
証
券
記

載
の
契
約
日
前
日
ま
で
有
効
と

な
り
ま
す
。（
上
記
の
場
合
は

県
連
が
立
て
替
え
た
死
亡
共
済

金
の
年
払
掛
金
は
納
付
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。）

　
　

※
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合

は
、
商
工
会
を
通
じ
て
ご
連
絡

い
た
だ
け
れ
ば
年
払
掛
金
の
内

の
未
経
過
分
を
返
金
し
ま
す
。

　


満
期
・
死
亡
・
解
約
時
に
、
そ

れ
ま
で
払
い
込
ま
れ
た
死
亡
共

済
金
部
分
の
年
払
掛
金
に
応
じ

て
配
当
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

※
解
約
に
つ
い
て
は
原
則
と
し

て
、
貯
蓄
共
済
解
約
年
度
の
保

険
証
券
記
載
契
約
応
答
日
の
前

日
ま
で
保
障
は
有
効
で
あ
り
、

配
当
金
は
そ
の
後
の
お
支
払
い

と
な
り
ま
す
。

　
　

※
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
、

商
工
会
を
通
じ
て
ご
連
絡
い
た

だ
け
れ
ば
解
約
時
に
配
当
金
を

お
支
払
い
い
た
し
ま
す
。
た
だ

し
、
こ
の
場
合
は
保
障
は
消
滅

い
た
し
ま
す
。

　

な
お
本
会
Ｈ
Ｐ
で
は
、
改
正
し
た

「
商
工
貯
蓄
共
済
制
度
の
し
お
り
」

の
全
文
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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の
し
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の
改
正
に
つ
い
て


